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１ 家庭・地域における子どもの読書活動の推進 【基本方針１】

（１）家庭の役割

子どもは、本を介した語りかけや親子の会話により、家族の温もりを感じ

ながら本に接することで、読書習慣が次第に形成されていきます。生活の基

盤となる家庭において、子どもたちが本に親しむ環境づくりを行うことは非

常に大切なことです。

【現況と課題】

平成 22年 6月に本市が行った「子どもの読書活動に関するアンケート」
（以下、「アンケート調査」という。）によると、約 86％の保護者が子ども
の読書の重要性を認識している一方で、約 46%の方が自分の子どもが以前
と比較して本を読まなくなっていると感じています。また、その対応とし

て、子どもが小さいときから図書館や書店に連れて行く、親や兄姉による

読み聞かせなどの家庭での取り組みが必要という回答が多くあげられてい

ます。

こうしたことから、家庭で日頃から子どもと一緒に読書する時間を持つ

ことや、家族が楽しく読書する環境を作ること、さらに本について家族で話

すというような興味や関心を引き出す家庭での働きかけが、子どもの読書習

慣を形成する上で大変効果的と言えます。

（保護者に対して）
子どもが読書することは大切だと 思いますか 。
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｢子どもの 読書活動に 関するアンケート｣

第４章 子ども読書活動推進のための施策

n=2,062

n=2,004
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（保護者に対して ）どう すれば子どもた ちが もっ と本を読むようになると
思いますか 。（複数回答）
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｢子どもの 読書活動に関するアンケート｣

【取り組みの基本方針】

家庭では、子どもたちが豊かな読書経験を積むことができるよう、家族が

読書活動に積極的に関わることが必要です。

市では、乳児が絵本に親しむきっかけづくりとして行っている「初めての

絵本との出会い事業」の継続した推進など、家庭における読書活動の意義や

必要性を伝えるため、関連する機関やボランティアと連携・協力した啓発活

動を行います。

【具体的な取り組み】

①「初めての絵本との出会い事業」の推進

ボランティアと協働により４か月児健康診査会場にて絵本を開く楽し

い体験とあたたかなメッセージを伝え、絵本の配付や優良図書の紹介を

行います。さらに、保護者の意向を取り入れながら事業内容の充実を図

ります。

② ※家庭教育手帳の活用

ホームページ等で家庭教育手帳を紹介し、子どもが読書をする習慣を

家庭で身につけることの必要性を訴えます。
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③ 家庭における読書「うちどく（家読）」の推進

家族みんなで好きな本について話すというように家族で読書の習慣を

共有する「うちどく」の実践を、ボランティアなどと協力して推進します。

【重点施策】

重点施策 目標指標 現況 目標値

◆「初めての絵本との

出会い事業」の推進

乳児への絵本配付率

＊４か月児健康診査時に絵本を配付

した乳児の割合

100％ 100％

初めての絵本との出会い事業
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（２）地域の役割

地域では、市民館等を利用したボランティアによる読み聞かせや、こども

未来館を拠点とする「ここにこサークル」による読書活動が行われており、

児童クラブでは、市民館等の児童図書を活用し、学校以外の時間でも子ども

たちに読書の楽しさを伝えています。

このように、子どもたちは生活している地域において、様々な人々とコミ

ュニケーションを図りながら、読書習慣を形成していきます。

【現況と課題】

アンケート調査によると、子どもの読書活動に関する取り組みはボランテ

ィアの協力を得て行われている場合が多く、特に小学校の学校図書館では

ボランティア導入率が 90％を超えており、図書館運営を行う上で必要不可
欠な存在となっています。

特に、保育士や教員等により読書活動が行われている保育園や学校等と異

なり、市民館等ではこうした取り組みは、地域のボランティアなどの協力を

得ることによりはじめて実施することができます。

読書活動をサポートする人材を育成し、その活用を図りながら取り組みを

拡大していくためには、保護者の理解や地域住民の協力のもと、ボランティ

アによる読書活動を地域が一体となって支援する必要があります。

「子どもの 読書活動に 関するアンケート」

n=85 n=52 n=23 n=75

ボランティアの 協力により、子どもの読書活動に関する取り
組みを行っ ていますか 。
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【取り組みの基本方針】

地域では、市民館等を利用したボランティアによる読み聞かせなど、読

書活動の充実に努めます。

市では、こうした活動の状況や課題を的確に把握し、関連する人々と施

設の連携が図られるよう情報提供などの活動支援を行います。

【具体的な取り組み】

① 地域における読書活動拠点づくり

地域の保育所・幼稚園、学校、市民館等、ボランティアと連携し、地

域ぐるみで子どもの読書活動を推進する機会や場所の創出に努めます。

② ボランティア活動への参加促進

子どもに対する読書活動を各地域で展開していくため、活動場所や研

修等の情報を提供し、ボランティアの参加促進に努めます。

【重点施策】

重点施策 目標指標 現況 目標値

◆ボランティア活動へ

の参加促進

ボランティアによる子どもの読書

活動の実施率

＊市民館等で読み聞かせボランティ

アによる読書活動を開催している校

区の割合

80.8％ 100％

中央図書館読み聞かせボランティアによる読み聞かせ


